９．ほ場整備工

〔記入例〕

9-1　記入上の留意点

ほ場整備工の記入上の留意点

(１)　ほ場整備工総括表

ほ場整備事業は過年度にわたる施工となるため、初年度に作成したものを変更しても良い。

但し、照査を目的としており、様式の作成のみに留まらず十分な内容把握を行うこと。

(２)　照査の内容

        設計内容(要点)記載表1-1より、全体の作業内容の照査を行うこと。

照査 1
        設計内容(要点)記載表2-1～2-3より設計諸元の照査を行うこと。

        設計内容(要点)記載表3-1より、設計の根拠を明確にし照査を行うこと。

照査 2
        設計内容(要点)記載表3-2より、図面の照査を行うこと。

        設計内容(要点)記載表4-1より、数量計算の照査を行うこと。

照査 3
        設計内容(要点)記載表5-1より、報告書とりまとめの照査を行うこと。

(３)　基本条件の照査，確認項目一覧表

「提示資料」は、設計の根拠となる数値、図面が記載されている資料。

「該当対象」は、照査対象となる項目を○で記入。

「確認」は、受注者側が照査の確認欄にチェック、発注者側が確認の確認欄にチェックをする。

(４)　設計内容(要点)記載表

「内容」は、該当するところにチェックをする。

「出典根拠」は、今回設計に使用した基準書等を記入。

「報告書記載頁」は、該当する成果報告書頁を記入。

　数値の記入については、都道府県により標準値、基準値が異なるため出典根拠等は明確に書くこと。

